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(57)【要約】
【課題】床パンを浴槽側床ハーフと洗い場側床ハーフと
に分離することで、浴槽側床ハーフの使用の有無に関わ
らず、第１と第２のいずれの施工状態においても浴室と
して成立させることができる浴室ユニットを提供するこ
と。
【解決手段】床パン３が浴槽側床ハーフ４と洗い場側床
ハーフ５とに分割され、浴槽１の底部下面１ａに第１の
ナット部６と位置決め用凸部８とがそれぞれ取り付けら
れ、浴槽側床ハーフ４の底部下面１ａに第２のナット部
７が取り付けられると共に浴槽側床ハーフ４の浴槽載置
部２側に位置決め用凸部８が嵌合可能な嵌合凹部９が形
成された浴室ユニットである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽と、浴槽載置部と洗い場床部とを有する床パンとで構成された浴室ユニットであっ
て、上記床パンが浴槽載置部を有する浴槽側床ハーフと、洗い場側床ハーフとに分割され
、上記浴槽の底部下面の複数箇所に、第１のナット部と位置決め用凸部とがそれぞれ取り
付けられ、上記浴槽側床ハーフの底部下面に第２のナット部が取り付けられると共に浴槽
側床ハーフの浴槽載置部側に上記位置決め用凸部が嵌合可能な嵌合凹部が形成され、１階
設置の際は上記浴槽と上記洗い場側床ハーフとを隣接配置すると共に１階床面に立設され
る脚部材の上端部を浴槽の第１のナット部に螺合させる第１の施工状態とし、階上設置の
際は上記浴槽側床ハーフと上記洗い場側床ハーフとを隣接配置し、階上床面に立設される
脚部材の上端部を浴槽側床ハーフの第２のナット部に螺合させると共に浴槽側床ハーフの
浴槽載置部に設けた嵌合凹部に浴槽に設けた位置決め用凸部を嵌合して位置決めする第２
の施工状態とし、上記２つの施工状態を選択できるように構成したことを特徴とする浴室
ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽と、浴槽載置部を有する浴槽側床ハーフと、洗い場に設置される洗い場
側床ハーフとを備えた浴室ユニットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ユニットバスルームを施工するにあたって、１階に設置する際には浴槽を１
階床面に据置きすると共に、浴槽に隣接して小型の洗い場側床パンを設置するものであり
、一方、階上に設置する際には浴槽載置部と洗い場床部とを有する大型床パンを階上床面
に設置すると共に、浴槽載置部の上に浴槽を据置きするようにした構造が一般的に知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら従来例では、２種類の床パンを１階施工と階上施工とで使い分ける必要が
あり、床パンの製造や施工にそれぞれ手間がかかるうえにコストが高くつくという問題が
あった。
【特許文献１】特開平１１－６１９２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、床パンを浴槽側床ハーフ
と洗い場側床ハーフとに分離することで、１種類の床パンで１階施工と階上施工のいずれ
の施工状態においても浴室として成立させることができる浴室ユニットを提供することを
課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明は、浴槽１と、浴槽載置部２と洗い場床部とを有する
床パン３とで構成された浴室ユニットであって、上記床パン３が浴槽載置部２を有する浴
槽側床ハーフ４と、洗い場側床ハーフ５とに分割され、上記浴槽１の底部下面１ａの複数
箇所に、第１のナット部６と位置決め用凸部８とがそれぞれ取り付けられ、上記浴槽側床
ハーフ４の底部下面１ａに第２のナット部７が取り付けられると共に浴槽側床ハーフ４の
浴槽載置部２側に上記位置決め用凸部８が嵌合可能な嵌合凹部９が形成され、１階設置の
際は上記浴槽１と上記洗い場側床ハーフ５とを隣接配置すると共に１階床面１１に立設さ
れる脚部材１０の上端部を浴槽１の第１のナット部６に螺合させる第１の施工状態とし、
階上設置の際は上記浴槽側床ハーフ４と上記洗い場側床ハーフ５とを隣接配置し、階上床
面１２に立設される脚部材１０の上端部を浴槽側床ハーフ４の第２のナット部７に螺合さ
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せると共に浴槽側床ハーフ４の浴槽載置部２に設けた嵌合凹部９に浴槽１に設けた位置決
め用凸部８を嵌合して位置決めする第２の施工状態とし、上記２つの施工状態を選択でき
るように構成したことを特徴としている。
【０００６】
　このような構成とすることで、１階の第１の施工状態では、浴槽側床ハーフ４を使用せ
ず、洗い場側床ハーフ５のみを１階床面１１に設置し、且つ浴槽１に取り付けた第１のナ
ット部６に脚部材１０を取り付けることで浴槽１を１階床面１１に据置きする。一方、階
上の第２の施工状態では、浴槽側床ハーフ４と洗い場側床ハーフ５の両方を階上床面１２
に設置すると共に、浴槽側床ハーフ４の嵌合凹部９に浴槽１の位置決め用凸部８を差し込
んで浴槽１を浴槽側床ハーフ４の浴槽載置部２に位置決めした状態で据置きする。従って
、浴槽側床ハーフ４の使用の有無に関わらず、１種類の床パン３で第１の施工状態と第２
の施工状態のいずれの施工状態にも対応できるようになる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明にあっては、床パンを浴槽側床ハーフと洗い場側床ハーフとに分割し、浴槽の底
部下面の複数箇所に第１のナット部と位置決め用凸部とを取り付け、浴槽側床ハーフの底
部下面に第２のナット部を取り付けると共に浴槽載置部側に嵌合凹部を形成することによ
り、浴槽側床ハーフの使用の有無に関わらず、第１と第２の施工状態のいずれにおいても
浴室として成立させることができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
【０００９】
　本発明の浴室ユニットは、図３に示すように、浴槽１と、浴槽載置部２を有する浴槽側
床ハーフ４と、洗い場側床ハーフ５とで構成されている。つまり、浴槽載置部２と洗い場
床部とを有する床パン３が、浴槽載置部２を有する浴槽側床ハーフ４と、洗い場側床ハー
フ５とに分割されている。なお図中の２０は浴槽エプロン、２１は洗い場カウンターであ
る。
【００１０】
　上記浴槽１の底部下面１ａの四隅には、図１に示すように、第１のナット部６を構成す
るインサートナット６ａと位置決め用凸部８とがそれぞれ取り付けられている。インサー
トナット６ａにはアジャスタボルトからなる脚部材１０の上端部に螺合可能となっている
。さらに上記各インサートナット６ａの周辺には位置決め用凸部８が下方に向けて突設さ
れている。各位置決め用凸部８は同じ形状をしており、浴槽１の長辺方向Ａに沿うリブ片
８ａと短辺方向Ｂに沿うリブ片８ｂとがＬ字状に連続形成されている。
【００１１】
　上記浴槽側床ハーフ４の底部下面１ａの四隅には、それぞれ、第２のナット部７を構成
するインサートナット７ａが埋設されていると共にインサートナット７ａの下部が下方に
向けて突設されており、アジャスタボルトからなる脚部材１０の上端部に螺合可能となっ
ている。
【００１２】
　また上記浴槽側床ハーフ４の周壁部４ａで囲まれた浴槽載置部２の四隅には、それぞれ
、浴槽１側の位置決め用凸部８が嵌合可能なＬ形スリット溝からなる嵌合凹部９が形成さ
れていると共に、浴槽１側のインサートナット６ａが嵌合可能な嵌合溝部１３が形成され
ている。
【００１３】
　なお、上記位置決め用凸部８と嵌合凹部９の数及びその位置、上記インサートナット６
ａと嵌合溝部１３の数及びその位置は、図１の例に限らず、適宜設計変更自在であるが、
それらの数は、浴槽１の安定保持の観点から、少なくとも３個以上であるのが好ましい。
【００１４】
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　ここで、本発明の浴室ユニットは、１階設置の際には図２（ａ）のように浴槽１と洗い
場側床ハーフ５とを隣接配置すると共に、図２（ｂ）のように１階床面１１に立設される
脚部材１０の上端部を浴槽１の第１のナット部６に螺合させる（第１の施工状態）。一方
、階上設置の際には図３（ａ）のように浴槽側床ハーフ４と洗い場側床ハーフ５とを隣接
配置し、図３（ｂ）のように階上床面１２に立設される脚部材１０の上端部を浴槽側床ハ
ーフ４の第２のナット部７に螺合させると共に浴槽側床ハーフ４の浴槽載置部２に設けた
嵌合凹部９に浴槽１に設けた位置決め用凸部８を嵌合して位置決めする（第２の施工状態
）。上記２つの施工状態は選択自在となっている。
【００１５】
　次に施工を説明する。１階施工では、浴槽側床ハーフ４は使用せず、洗い場側床ハーフ
５と浴槽１とを並べて１階床面１１に設置する。このとき浴槽１に取り付けた第１のナッ
ト部６に脚部材１０を取り付けることで浴槽１を１階床面１１に据置きする。一方、階上
施工では、浴槽側床ハーフ４と洗い場側床ハーフ５の両方を階上床面１２に並べて設置す
る。そして、浴槽１を浴槽側床ハーフ４の浴槽載置部２に据置きする。このとき、浴槽側
床ハーフ４の嵌合凹部９に浴槽１の位置決め用凸部８を差し込み、且つ浴槽側床ハーフ４
の嵌合溝部１３に浴槽１のインサートナット６ａを差し込んで、浴槽１を浴槽側床ハーフ
４の浴槽載置部２に対して位置決めする。このとき、嵌合凹部９や嵌合溝部１３に例えば
エポキシ等の接着剤を予め塗布しておくことにより、位置決め用凸部８と嵌合凹部９との
接着強度が高められ、浴槽側床ハーフ４に対する浴槽１の安定性をより高めることができ
る。
【００１６】
　しかして、上記浴槽側床ハーフ４の使用の有無に関わらず、いずれの施工状態において
も浴室として成立させることができる結果、１種類の浴室ユニットを１階施工と階上施工
とに兼用できる構造となる。
【００１７】
　なお、図１の位置決め用凸部８と嵌合凹部９とをそれぞれ省略して、インサートナット
６ａと嵌合溝部１３との嵌合によってのみ浴槽側床ハーフ４に対して浴槽１を位置決めで
きるようにしてもよい。この場合、インサートナット６ａが位置決め用凸部を兼ね、嵌合
溝部１３が嵌合凹部を兼ねる構造となり、浴槽１及び浴槽側床ハーフ４の構造を簡易化で
きるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態に用いる浴槽と浴槽側床ハーフとを示す斜視図である。
【図２】（ａ）は同上の第１の施工状態を示す斜視図、（ｂ）は（ａ）の浴槽を脚部材を
介して１階床面に据置きする構造の説明図である。
【図３】（ａ）は同上の第２の施工状態を示す斜視図、（ｂ）は（ａ）の浴槽を浴槽側床
ハーフに位置決め保持する構造の説明図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１　浴槽
　１ａ　浴槽の底部下面
　２　浴槽載置部
　３　床パン
　４　浴槽側床ハーフ
　５　洗い場側床ハーフ
　６　第１のナット部
　７　第２のナット部
　８　位置決め用凸部
　９　嵌合凹部
　１０　脚部材
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　１１　１階床面
　１２　階上床面

【図１】 【図２】
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